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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前方から後方に延びる軸心を中心とした発光面を有する面状光源と、
　前記軸心を基準とする対称な反射面を有し、前記発光面からの光を前記反射面で前方に
向けて反射させるリフレクターと、
　前記リフレクターの前端側内周縁に合わせて配設された筒状のフードと、
　前記反射面の内側に挿入されて前記発光面と対向するシールド部を有するシャープナー
と、を備え、
　前記シールド部は、その後端側外周縁が、前記発光面からの光のうち、前記反射面に当
たらない光を遮断し、かつ、前記反射面に当たる光量を多くする半径及び位置に設定され
ている、
　ことを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記面状光源、前記リフレクター、及び前記フードを、前記軸心を含む平面で切った断
面において、前記軸心を基準として同じ側に位置する前記発光面の一方の端部と前記フー
ドの前端側内周縁の一方の端部又は前記フードの縮径部のエッジとを結ぶ直線を第１直線
とし、また、前記軸心を基準として反対側に位置する前記発光面の他方の端部と前記リフ
レクターの前記前端側内周縁の一方の端部とを結ぶ直線を第２直線としたときに、
　前記シールド部は、前記後端側外周縁が、前記第１直線と前記第２直線との交点に対応
する位置に配置されるように、前記後端側外周縁の半径及び前後方向の配設位置が設定さ
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れている、
　ことを特徴とする請求項1に記載の照明器具。
【請求項３】
　前記シャープナーは、
　前記シールド部に前記軸心を中心とした透孔を有し、
　前記透孔に対応して前側に延びる筒状のルーバー部を有する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記シャープナーは、前記ルーバー部の内周側における後端側に配設された集光レンズ
を有する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記集光レンズは、前記ルーバー部及び前記フードを、前記軸心を含む平面で切った断
面において、前記軸心を基準として同じ側に位置する前記フードの前記前端側内周縁の一
方の端部と前記ルーバー部の前端側内周縁の一方の端部とを結ぶ直線の延長と、前記ルー
バー部の内周面との交点よりも後端側に配置されている、
　ことを特徴とする請求項４に記載の照明器具。
【請求項６】
　前記集光レンズは、前記ルーバー部の最後端に配置されている、
　ことを特徴とする請求項５に記載の照明器具。
【請求項７】
　前記面状光源及び前記集光レンズを、前記軸心を含む平面で切った断面において、前記
集光レンズの焦点と前記集光レンズの端縁とを結ぶ直線が前記発光面と交差する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の照明器具。
【請求項８】
　前記集光レンズは、拡散加工が施されている、
　ことを特徴とする請求項４ないし７のいずれか１項に記載の照明器具。
【請求項９】
　前記シャープナーは、前記ルーバー部の外周面に連結されて放射状に延びるアーム部と
、
　前記アーム部の外端部が連結されるとともに前記フードによって支持された環状の支持
部と、を有する、
　ことを特徴とする請求項３ないし８のいずれか１項に記載の照明器具。
【請求項１０】
　前方から後方に延びる軸心を中心とした発光面を有する面状光源と、前記軸心を基準と
する対称な反射面を有し前記発光面からの光を前記反射面で前方に向けて反射させるリフ
レクターと、前記リフレクターの前端側内周縁に合わせて配設された筒状のフードとを備
えた照明器具に使用されるシャープナーにおいて、
　前記シャープナーが、請求項１ないし９のいずれか１項に記載のシャープナーである、
　ことを特徴とするシャープナー。
【請求項１１】
　前記シャープナーは、前記シールド部が設けられた筒状の外側のルーバー部と、前記外
側のルーバー部と同心の内側のルーバー部とを有し、
　前記面状光源、前記リフレクター、及び前記フードを、前記軸心を含む平面で切った断
面において、前記軸心を基準として同じ側に位置する前記発光面の一方の端部と前記フー
ドの前端側内周縁の一方の端部又は前記フードの縮径部のエッジとを結ぶ直線を第１直線
とし、また、前記軸心を基準として反対側に位置する前記発光面の他方の端部と前記リフ
レクターの前記前端側内周縁の一方の端部とを結ぶ直線を第２直線としたときに、
　前記シールド部は、前記後端側外周縁が、前記第１直線と前記第２直線との交点に対応
する位置に配置されるように、前記後端側外周縁の半径及び前後方向の配設位置が設定さ
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れている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の照明器具。
【請求項１２】
　前記外側のルーバー部の前端と前記内側のルーバー部の前端とが、前記軸心に沿った方
向の位置について、同一の位置に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の照明器具。
【請求項１３】
　前記内側のルーバー部の後端は、前記外側のルーバーの後端よりも、前記面状光源に近
い側に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１１又は１２に記載の照明器具。
【請求項１４】
　前記内側のルーバー部の後端は、前記第２直線よりも軸心側に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の照明器具。
【請求項１５】
　前記内側のルーバー部の後端に、集光レンズが配設されている、
　ことを特徴とする請求項１３又は１４に記載の照明器具。
【請求項１６】
　前記シャープナーは、外側のシャープナー本体と、内側のシャープナー本体とが組み合
わされて構成され、
　前記外側のシャープナー本体は、
　前記外側のルーバー部と、
　前記外側のルーバー部の外周面に連結されて放射状に延びる外側のアーム部と、
　前記外側のアーム部の外端部が連結されるとともに前記フードによって支持される環状
の外側の支持部と、を有し、
　前記内側のシャープナー本体は、
　前記内側のルーバー部と、
　前記内側のルーバー部の外周面に連結されて放射状に延びる内側のアーム部と、
　前記内側のアーム部の外端部が連結されるとともに前記外側のルーバー部によって支持
される環状の内側の支持部と、を有する、
　ことを特徴とする請求項１１ないし１５のいずれか１項に記載の照明器具。
【請求項１７】
　前方から後方に延びる軸心を中心とした発光面を有する面状光源と、前記軸心を基準と
する対称な反射面を有し前記発光面からの光を前記反射面で前方に向けて反射させるリフ
レクターと、前記リフレクターの前端側内周縁に合わせて配設された筒状のフードとを備
えた照明器具に使用されるシャープナーにおいて、
　前記シャープナーが、請求項１１ないし１６のいずれか１項に記載のシャープナーであ
る、
　ことを特徴とするシャープナー。
【請求項１８】
　前記シャープナーは、前記シールド部が設けられた筒状の外側のルーバー部と、前記外
側のルーバー部と同心の内側のルーバー部とを有し、
　前記面状光源、前記リフレクター、及び前記フードを、前記軸心を含む平面で切った断
面において、前記軸心を基準として同じ側に位置する前記発光面の一方の端部と前記フー
ドの前端側内周縁の一方の端部又は前記フードの縮径部のエッジとを結ぶ直線を第１直線
とし、また、前記軸心を基準として反対側に位置する前記発光面の他方の端部と前記リフ
レクターの前記前端側内周縁の一方の端部とを結ぶ直線を第２直線としたときに、
　前記シールド部は、前記後端側外周縁が、前記第１直線と前記第２直線との交点の近傍
でかつ前記交点よりも軸心側に配置されるように、前記後端側外周縁の半径及び前後方向
の配設位置が設定されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の照明器具。
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【請求項１９】
　前記外側のルーバー部の前端と前記内側のルーバー部の前端と前記フードの前端とが、
前記軸心に沿った方向の位置について、同一の位置に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１８に記載の照明器具。
【請求項２０】
　前記内側のルーバー部の後端は、前記外側のルーバーの後端よりも、前記面状光源に近
い側に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１８又は１９に記載の照明器具。
【請求項２１】
　前記内側のルーバー部の後端は、前記第２直線よりも軸心側に配置されている、
　ことを特徴とする請求項２０に記載の照明器具。
【請求項２２】
　前記内側のルーバー部の後端に、集光レンズが配設されている、
　ことを特徴とする請求項２０又は２１に記載の照明器具。
【請求項２３】
　前記シャープナーは、外側のシャープナー本体と、内側のシャープナー本体とが組み合
わされて構成され、
　前記外側のシャープナー本体は、
　前記外側のルーバー部と、
　前記外側のルーバー部の外周面に連結されて放射状に延びる外側のアーム部と、
　前記外側のアーム部の外端部が連結されるとともに前記フードによって支持される環状
の外側の支持部と、を有し、
　前記内側のシャープナー本体は、
　前記内側のルーバー部と、
　前記内側のルーバー部の外周面に連結されて放射状に延びる内側のアーム部と、
　前記内側のアーム部の外端部が連結されるとともに前記外側のルーバー部によって支持
される環状の内側の支持部と、を有する、
　ことを特徴とする請求項１８ないし２２のいずれか１項に記載の照明器具。
【請求項２４】
　前方から後方に延びる軸心を中心とした発光面を有する面状光源と、前記軸心を基準と
する対称な反射面を有し前記発光面からの光を前記反射面で前方に向けて反射させるリフ
レクターと、前記リフレクターの前端側内周縁に合わせて配設された筒状のフードとを備
えた照明器具に使用されるシャープナーにおいて、
　前記シャープナーが、請求項１８ないし２３のいずれか１項に記載のシャープナーであ
る、
　ことを特徴とするシャープナー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダウンライト、スポットライト等の照明器具、及びこれに使用されて照明器
具から出る光を制御するシャープナーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ダウンライト、スポットライト等の照明器具において、グレアの低減を目的とし
てルーバーを備えたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この特許文献には、その先行技術文献として、同心円状の複数枚の円筒状ブレードを有
するルーバーが記載されている。また、発明を実施する形態には、１枚の細板状部材を巻
回して渦巻き状に形成したルーバーが開示されている。これらのルーバーは、いずれも、
光源を包む椀状のリフレクターの前端側開口部に取り付けられていて、グレアの低減を図
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っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１７０９５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の同心円状の複数枚の円筒状ブレードを有するルーバー及び１枚の
細板状部材を巻回して渦巻き状に形成したルーバーは、その構造上、照明器具の軸心近傍
の直接光を遮光することができないという問題があった。
【０００６】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、グレアの原因となる光源からの
直接光は遮断する一方、リフレクターで反射する間接光の光量を多くするようにした照明
器具及びこれに使用するシャープナーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係る発明は、照明器具において、前方から後方に延びる軸心を中心とした発
光面を有する面状光源と、前記軸心を基準とする対称な反射面を有し、前記発光面からの
光を前記反射面で前方に向けて反射させるリフレクターと、前記リフレクターの前端側内
周縁に合わせて配設された筒状のフードと、前記反射面の内側に挿入されて前記発光面と
対向するシールド部を有するシャープナーと、を備え、前記シールド部は、その後端側外
周縁が、前記発光面からの光のうち、前記反射面に当たらない光を遮断し、かつ、前記反
射面に当たる光量を多くする半径及び位置に設定されている、ことを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に係る発明は、請求項１に係る照明器具において、前記面状光源、前記リフレ
クター、及び前記フードを、前記軸心を含む平面で切った断面において、前記軸心を基準
として同じ側に位置する前記発光面の一方の端部と前記フードの前端側内周縁の一方の端
部又は前記フードの縮径部のエッジとを結ぶ直線を第１直線とし、また、前記軸心を基準
として反対側に位置する前記発光面の他方の端部と前記リフレクターの前記前端側内周縁
の一方の端部とを結ぶ直線を第２直線としたときに、前記シールド部は、前記後端側外周
縁が、前記第１直線と前記第２直線との交点に対応する位置に配置されるように、前記後
端側外周縁の半径及び前後方向の配設位置が設定されている、ことを特徴とする。
【０００９】
　請求項３に係る発明は、請求項１又は２に係る照明器具において、前記シャープナーは
、前記シールド部に前記軸心を中心とした透孔を有し、前記透孔に対応して前側に延びる
筒状のルーバー部を有する、ことを特徴としている。
【００１０】
　請求項４に係る発明は、請求項３に係る照明器具において、前記シャープナーは、前記
ルーバー部の内周側における後端側に配設された集光レンズを有する、ことを特徴として
いる。
【００１１】
　請求項５に係る発明は、請求項４に係る照明器具において、前記集光レンズは、前記ル
ーバー部及び前記フードを、前記軸心を含む平面で切った断面において、前記軸心を基準
として同じ側に位置する前記フードの前記前端側内周縁の一方の端部と前記ルーバー部の
前端側内周縁の一方の端部とを結ぶ直線の延長と、前記ルーバー部の内周面との交点より
も後端側に配置されている、ことを特徴としている。
　請求項６に係る発明は、請求項５に係る照明器具において、前記集光レンズは、前記ル
ーバー部の最後端に配置されている、ことを特徴としている。
【００１２】
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　請求項７に係る発明は、請求項６に係る照明器具において、前記面状光源及び前記集光
レンズを、前記軸心を含む平面で切った断面において、前記集光レンズの焦点と前記集光
レンズの端縁とを結ぶ直線が前記発光面と交差する、ことを特徴としている。
【００１３】
　請求項８に係る発明は、請求項４ないし７のいずれか１項に係る照明器具において、前
記集光レンズは、拡散加工が施されている、ことを特徴としている。
【００１４】
　請求項９に係る発明は、請求項３ないし８のいずれか１項に係る照明器具において、前
記シャープナーは、前記ルーバー部の外周面に連結されて放射状に延びるアーム部と、前
記アーム部の外端部が連結されるとともに前記フードによって支持された環状の支持部と
、を有する、ことを特徴としている。
【００１５】
　請求項１０に係る発明は、前方から後方に延びる軸心を中心とした発光面を有する面状
光源と、前記軸心を基準とする対称な反射面を有し前記発光面からの光を前記反射面で前
方に向けて反射させるリフレクターと、前記リフレクターの前端側内周縁に合わせて配設
された筒状のフードとを備えた照明器具に使用されるシャープナーにおいて、前記シャー
プナーが、請求項１ないし９のいずれか１項に係るシャープナーである、ことを特徴とし
ている。
【００１６】
　請求項１１に係る発明は、請求項１に係る照明器具において、前記シャープナーは、前
記シールド部が設けられた筒状の外側のルーバー部と、前記外側のルーバー部と同心の内
側のルーバー部とを有し、前記面状光源、前記リフレクター、及び前記フードを、前記軸
心を含む平面で切った断面において、前記軸心を基準として同じ側に位置する前記発光面
の一方の端部と前記フードの前端側内周縁の一方の端部又は前記フードの縮径部のエッジ
とを結ぶ直線を第１直線とし、また、前記軸心を基準として反対側に位置する前記発光面
の他方の端部と前記リフレクターの前記前端側内周縁の一方の端部とを結ぶ直線を第２直
線としたときに、前記シールド部は、前記後端側外周縁が、前記第１直線と前記第２直線
との交点に対応する位置に配置されるように、前記後端側外周縁の半径及び前後方向の配
設位置が設定されている、ことを特徴とする。
【００１７】
　請求項１２に係る発明は、請求項１１に係る照明器具において、前記外側のルーバー部
の前端と前記内側のルーバー部の前端とが、前記軸心に沿った方向の位置について、同一
の位置に配置されている、ことを特徴とする。
【００１８】
　請求項１３に係る発明は、請求項１１又は１２に係る照明器具において、前記内側のル
ーバー部の後端は、前記外側のルーバーの後端よりも、前記面状光源に近い側に配置され
ている、ことを特徴とする。
【００１９】
　請求項１４に係る発明は、請求項１３に係る照明器具において、前記内側のルーバー部
の後端は、前記第２直線よりも軸心側に配置されている、ことを特徴とする。
　請求項１５に係る発明は、請求項１３又は１４に係る照明器具において、前記内側のル
ーバー部の後端に、集光レンズが配設されている、ことを特徴とする。
【００２０】
　請求項１６に係る発明は、請求項１１ないし１５のいずれか１項に係る照明器具におい
て、前記シャープナーは、外側のシャープナー本体と、内側のシャープナー本体とが組み
合わされて構成され、前記外側のシャープナー本体は、前記外側のルーバー部と、前記外
側のルーバー部の外周面に連結されて放射状に延びる外側のアーム部と、前記外側のアー
ム部の外端部が連結されるとともに前記フードによって支持される環状の外側の支持部と
、を有し、前記内側のシャープナー本体は、前記内側のルーバー部と、前記内側のルーバ
ー部の外周面に連結されて放射状に延びる内側のアーム部と、前記内側のアーム部の外端
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部が連結されるとともに前記外側のルーバー部によって支持される環状の内側の支持部と
、を有する、ことを特徴とする。
【００２１】
　請求項１７に係る発明は、前方から後方に延びる軸心を中心とした発光面を有する面状
光源と、前記軸心を基準とする対称な反射面を有し前記発光面からの光を前記反射面で前
方に向けて反射させるリフレクターと、前記リフレクターの前端側内周縁に合わせて配設
された筒状のフードとを備えた照明器具に使用されるシャープナーにおいて、前記シャー
プナーが、請求項１１ないし１６のいずれか１項に係るシャープナーである、ことを特徴
とする。
【００２２】
　請求項１８に係る発明は、請求項１に係る照明器具において、前記シャープナーは、前
記シールド部が設けられた筒状の外側のルーバー部と、前記外側のルーバー部と同心の内
側のルーバー部とを有し、前記面状光源、前記リフレクター、及び前記フードを、前記軸
心を含む平面で切った断面において、前記軸心を基準として同じ側に位置する前記発光面
の一方の端部と前記フードの前端側内周縁の一方の端部又は前記フードの縮径部のエッジ
とを結ぶ直線を第１直線とし、また、前記軸心を基準として反対側に位置する前記発光面
の他方の端部と前記リフレクターの前記前端側内周縁の一方の端部とを結ぶ直線を第２直
線としたときに、前記シールド部は、前記後端側外周縁が、前記第１直線と前記第２直線
との交点の近傍でかつ前記交点よりも軸心側に配置されるように、前記後端側外周縁の半
径及び前後方向の配設位置が設定されている、ことを特徴とする。
 
 
【００２３】
　請求項１９に係る発明は、請求項１８に係る照明器具において、前記外側のルーバー部
の前端と前記内側のルーバー部の前端部と前記フードの前端とが、前記軸心に沿った方向
の位置について、同一の位置に配置されている、ことを特徴とする。
【００２４】
　請求項２０に係る発明は、請求項１８又は１９に係る照明器具において、前記内側のル
ーバー部の後端は、前記外側のルーバーの後端よりも、前記面状光源に近い側に配置され
ている、ことを特徴とする。
【００２５】
　請求項２１に係る発明は、請求項２０に係る照明器具において、前記内側のルーバー部
の後端は、前記第２直線よりも軸心側に配置されている、ことを特徴とする。
　請求項２２に係る発明は、請求項２０又は２１に係る照明器具において、前記内側のル
ーバー部の後端に、集光レンズが配設されている、ことを特徴とする。
【００２６】
　請求項２３に係る発明は、請求項１８ないし２２のいずれか１項に係る照明器具におい
て、前記シャープナーは、外側のシャープナー本体と、内側のシャープナー本体とが組み
合わされて構成され、前記外側のシャープナー本体は、前記外側のルーバー部と、前記外
側のルーバー部の外周面に連結されて放射状に延びる外側のアーム部と、前記外側のアー
ム部の外端部が連結されるとともに前記フードによって支持される環状の外側の支持部と
、を有し、前記内側のシャープナー本体は、前記内側のルーバー部と、前記内側のルーバ
ー部の外周面に連結されて放射状に延びる内側のアーム部と、前記内側のアーム部の外端
部が連結されるとともに前記外側のルーバー部によって支持される環状の内側の支持部と
、を有する、ことを特徴とする。
【００２７】
　請求項２４に係る発明は、前方から後方に延びる軸心を中心とした発光面を有する面状
光源と、前記軸心を基準とする対称な反射面を有し前記発光面からの光を前記反射面で前
方に向けて反射させるリフレクターと、前記リフレクターの前端側内周縁に合わせて配設
された筒状のフードとを備えた照明器具に使用されるシャープナーにおいて、前記シャー
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プナーが、請求項１８ないし２３のいずれか１項に係るシャープナーである、ことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００２８】
　請求項１の発明によれば、シャープナーのシールド部は、発光面からの光のうち、リフ
レクターの反射面に当たらない制御不能な直接光を遮断し、リフレクターの反射面に当た
る制御可能な間接光を増加させることができる。
【００２９】
　請求項２の発明によれば、シールド部は、その後端側外周縁が、第１直線と第２直線と
の交点に対応する位置に配置されるように、半径及び前後方向の位置が設定されているの
で、発光面からの光のうち、反射面に当たらない光のみを遮断して、反射面に当たる光の
光量を最大とすることができる。
【００３０】
　請求項３の発明によれば、発光面からの光が透孔を通過するので、照明器具からの光量
を増加させることができる。ただし、透孔を通過する光は、直接光も含むので、シールド
部の前側に延びる筒状のルーバー部を設けることにより、カットオフアングルを大きくす
ることができる。
　請求項４の発明によれば、透孔を通過する光は、さらに集光レンズを通過することにな
るので、集光レンズによる光の制御が可能となる。
　請求項５の発明によれば、新たな発光面となる集光レンズからの光に対するグレアカッ
トアングルを大きくとることができる。
　請求項６の発明によれば、集光レンズからの光に対するグレアカットアングルを最大と
することができる。
【００３１】
　請求項７の発明によれば、発光面のうち、焦点と集光レンズの端縁とを結ぶ直線の内側
に位置する領域からの光を集光レンズによって有効に集光することができる。
【００３２】
　請求項８の発明によれば、集光レンズは、拡散加工を施すことにより、発光面からの直
接光と反射面からの反射光とをミキシングして、光を和らげることができる。
　請求項９の発明によれば、フードにより、環状の支持部及びアーム部を介してルーバー
部を保持することができる。
【００３３】
　請求項１０の発明によれば、請求項１ないし９に係る照明器具に上述のシャープナーを
使用することにより、シャープナーとして上述の効果を奏することができる。
【００３４】
　請求項１１の発明によれば、シャープナーのシールド部は、発光面からの光のうち、リ
フレクターの反射面に当たらない制御不能な直接光を遮断し、リフレクターの反射面に当
たる制御可能な間接光を増加させることができる。さらに、シャープナーは、発光面から
の光の一部を、直接光として外側のルーバー部と内側のルーバー部との間を通過させるこ
とができるので、その分、照射光のグラデーションを滑らかにする等、光の制御性を高め
ることができる。
　請求項１２の発明によれば、外側のルーバー部の前端と内側のルーバーの前端との位置
がそろっているので、外観の美粧性を高めることができる。
　請求項１３の発明によれば、グレアカットアングルを増加させることができる。
　請求項１４の発明によれば、内側のルーバー部が、発光面から出てリフレクターに当た
る光を遮光することがない。
【００３５】
　請求項１５の発明によれば、集光レンズは、発光面に近接された、外側のルーバー部の
後端に配設されているので、集光する光量を多くして、制御性を高めることができる。
【００３６】
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　請求項１６の発明によれば、シャープナーを、外側のシャープナー本体と内側のシャー
プナー本体とを組み合わせて構成することにより、製造を容易にすることができる。
【００３７】
　請求項１７の発明によれば、請求項１１ないし１６に係る照明器具に上述のシャープナ
ーを使用することにより、シャープナーとして上述の効果を奏することができる。
【００３８】
　請求項１８の発明によれば、シャープナーのシールド部は、発光面からの光のうち、リ
フレクターの反射面に当たらない制御不能な直接光を遮断し、リフレクターの反射面に当
たる制御可能な間接光を増加させることができる。また、シャープナーは、発光面からの
光の一部を、直接光として外側のルーバー部と内側のルーバー部との間を通過させること
ができるので、その分、照射光のグラデーションを滑らかにする等、光の制御性を高める
ことができる。さらに、シャープナーは、第１直線と第２直線との交点と、シールド部の
後端側外周縁との間に、積極的に間隙を設けることにより、発光面からの光の一部を、こ
の間隙を通過させて直接光として射出させることができる。これにより、照射面に対する
光の制御性が向上し、例えば、一層滑らかなグラデーションを付けることができる。
【００３９】
　請求項１９の発明によれば、外側のルーバー部の前端と内側のルーバーの前端との位置
を合わせ、さらに、これら前端を前側に延長してフードの前端にそろえているので、グレ
アカットアングルを増大させるとともに、外観の美粧性を高めることができる。
　請求項２０の発明によれば、グレアカットアングルを増加させることができる。
　請求項２１の発明によれば、内側のルーバー部が、発光面から出てリフレクターに当た
る光を遮光することがない。
【００４０】
　請求項２２の発明によれば、集光レンズは、発光面に近接された、外側のルーバー部の
後端に配設されているので、集光する光量を多くして、制御性を高めることができる。
【００４１】
　請求項２３の発明によれば、シャープナーを、外側のシャープナー本体と内側のシャー
プナー本体とを組み合わせて構成することにより、製造を容易にすることができる。
【００４２】
　請求項２４の発明によれば、請求項１８ないし２３に係る照明器具に上述のシャープナ
ーを使用することにより、シャープナーとして上述の効果を奏することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】図１～図１０は実施形態１のシャープナーを説明する図であり、このうち図１は
照明器具からフードを取外してシャープナーを取り出した状態を示す斜視図である。
【図２】軸心を含む平面で切った照明器具の断面図である。
【図３】シャープナーのシャープナー本体を説明する図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）
は平面図、（Ｃ）は右側面図、（Ｄ）は（Ｃ）中のＡ－Ａ線矢視図である。
【図４】（Ａ）～（Ｈ）はシャープナーの形状及び配設位置を説明する、軸心を含む平面
で切った断面図である。
【図５】リフレクター及びシャープナーによる光の制御を説明する図である。
【図６】集光レンズについて説明する、軸心を含む平面で切った断面図である。
【図７】他のシャープナーのシャープナー本体を説明する図であり、（Ａ）は正面図、（
Ｂ）は平面図、（Ｃ）は右側面図、（Ｄ）は（Ｃ）中のＡ－Ａ線矢視図、（Ｅ）は斜視図
である。
【図８】他のシャープナーの集光レンズを説明する図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は
、右側面図である。
【図９】他のシャープナーのシャープナー本体のシールド部を説明する図であり、（Ａ）
は上カバーの正面図、（Ｂ）は上カバーの右側面図、（Ｃ）は上カバーの底面図、（Ｄ）
はシールド部の分解斜視図である。
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【図１０】シャープナーの変形例である。
【図１１】図１１～図１９は実施形態２のシャープナーを説明する図であり、このうち図
１１は照明器具の斜視図である。
【図１２】軸心を含む平面で切った照明器具の断面図である。
【図１３】シャープナーの分解斜視図である。
【図１４】外側のシャープナー本体を説明する図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面
図、（Ｃ）は底面図、（Ｄ）は（Ｂ）中のＡ－Ａ線矢視図、（Ｅ）は後側から見た斜視図
、（Ｆ）は前側から見た斜視図、（Ｇ）は（Ｂ）中のＢ部分の拡大図、（Ｈ）は（Ｃ）中
のＣ部分の拡大図である。
【図１５】内側のシャープナー本体を説明する図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面
図、（Ｃ）は底面図、（Ｄ）は（Ｂ）中のＡ－Ａ線矢視図、（Ｅ）は後側から見た斜視図
、（Ｆ）は前側から見た斜視図、（Ｇ）は（Ｄ）中のＢ部分の拡大図、（Ｈ）は（Ｃ）中
のＣ部分の拡大図である。
【図１６】（Ａ）は、シャープナーを前側から見た斜視図であり、（Ｂ）は、ローレット
加工が施されていない場合の光の反射を、また、（Ｃ）は、ローレット加工が施されてい
る場合の光の反射を説明する模式図である。
【図１７】（Ａ）～（Ｆ）はシャープナーの形状及び配設位置を説明する、軸心を含む平
面で切った断面図である。
【図１８】リフレクター及びシャープナーによる光の制御を説明する光路図である。
【図１９】シャープナーの変形例を説明する図である。
【図２０】図２０～図２８は実施形態３のシャープナーを説明する図であり、このうち図
２０は照明器具の斜視図である。
【図２１】軸心を含む平面で切った照明器具の断面図である。
【図２２】シャープナーの分解斜視図である。
【図２３】外側のシャープナー本体を説明する図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面
図、（Ｃ）は底面図、（Ｄ）は（Ｂ）中のＡ－Ａ線矢視図、（Ｅ）は後側から見た斜視図
、（Ｆ）は前側から見た斜視図、（Ｇ）は（Ｂ）中のＢ部分の拡大図、（Ｈ）は（Ｃ）中
のＣ部分の拡大図である。
【図２４】内側のシャープナー本体を説明する図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面
図、（Ｃ）は底面図、（Ｄ）は（Ｂ）中のＡ－Ａ線矢視図、（Ｅ）は後側から見た斜視図
、（Ｆ）は前側から見た斜視図、（Ｇ）は（Ｄ）中のＢ部分の拡大図、（Ｈ）は（Ｃ）中
のＣ部分の拡大図である。
【図２５】（Ａ）は、シャープナーを前側から見た斜視図であり、（Ｂ）は、ローレット
加工が施されていない場合の光の反射を、また、（Ｃ）は、ローレット加工が施されてい
る場合の光の反射を説明する模式図である。
【図２６】（Ａ）～（Ｆ）はシャープナーの形状及び配設位置を説明する、軸心を含む平
面で切った断面図である。
【図２７】リフレクター及びシャープナーによる光の制御を説明する光路図である。
【図２８】シャープナーの変形例を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下、本発明を適用した実施形態を、図面に基づいて詳述する。なお、各図面において
、同じ符号を付した部材等は、同一又は類似の構成のものであり、これらについての重複
説明は適宜省略するものとする。また、各図面においては、説明に不要な部材等は適宜、
図示を省略している。
　＜実施形態１＞
　図１～図１０を参照して、本発明を適用した実施形態１に係る照明器具１及びこれに使
用されるシャープナー７０，８０について説明する。
【００４５】
　ここで、「シャープナー」とは、一般的なグレアカットルーバーと同じ範疇に属し、１
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次光学系である光学リフレクターの配光を、より細やかに調整することができる光学コン
トロール装置のことをいうものとする。
【００４６】
　図１～図９のうち、図１は、照明器具１からフード６０を取外してシャープナー８０を
取り出した状態を示す斜視図である。また、図２は、軸心Ｃを含む平面で切った照明器具
１の断面図である。ただし、図１に示すシャープナー８０と図２に示すシャープナー７０
とは、いずれも照明器具１に使用可能な別のものである。両者は、集光レンズ７２，８２
及びシールド部８３，７３の構造が異なる以外は、同じである。なお、以下の説明では、
照明器具１の軸心Ｃに沿った方向のうち、光が出る側（図１，図２中の下側）を前側（前
、前方）といい、その反対を後側（後、後方）というものとする。
【００４７】
　照明器具１は、図１，図２に示すように、ソケットホルダー１０、ＬＥＤモジュール（
面状光源）２０、ボディ３０、リフレクター４０、アダプタ５０、フード６０、及びシャ
ープナー７０（又はシャープナー８０）を備えている。これらソケットホルダー１０～シ
ャープナー７０（又はシャープナー８０）は、前方から後方に延びる軸心Ｃを回転中心と
したほぼ回転体形状に形成され、また、それぞれの中心を軸心Ｃに合わせるようにして配
設されている。
【００４８】
　ソケットホルダー１０は、円柱状のヒートシンク１１と、このヒートシンク１１の外周
面及び後端面を覆うキャップ部１２と、キャップ部１２の外周面及び後端面から放射状に
延びる多数の板状のフィン１３と、キャップ部１２の外周面における前端側に設けられた
フランジ部１４とを有している。ソケットホルダー１０全体は、例えば、アルミニウムで
形成されていて、次に説明するＬＥＤモジュール２０の発光によって発生した熱を吸収し
て、フィン１３等から放熱する。
【００４９】
　ＬＥＤモジュール（面状光源）２０は、小さな多数のＬＥＤ素子が面状に整列されて構
成された、いわゆるＣＯＢ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ：チップ・オン・ボード）タイ
プのＬＥＤモジュールである。ＬＥＤモジュール２０としては、例えば、シチズン電子株
式会社製のものを使用することができる。このものは、例えば、正方形のアルミニウム基
板２１上に、縦横多数のＬＥＤ素子を正方形状に整列させ、その表面を蛍光体を含むシリ
コーン樹脂で封止することで、正方形を含む円形の発光面２２を構成している。ＬＥＤモ
ジュール２０は、アルミニウム基板２１がヒートシンク１１の前端面に密着された状態で
固定されていて、冷却効率が高められている。ＬＥＤモジュール２０は、各ＬＥＤ素子か
ら、１２０°の照射角度を持って光が発光され、これらが集まって面状の光源となってい
る。
【００５０】
　ボディ３０は、例えば、アルミニウムにより、ほぼ円筒状に形成されている。ボディ３
０は、後端のフランジ部３１を介して、ソケットホルダー１０のキャップ部１２のフラン
ジ部１４に固定されることで、ソケットホルダー１０に取り付けられている。ボディ３０
の内周面における前端近傍には、アダプタ５０を取り付けるための取付部３２が設けられ
ている。ボディ３０は、その内側に、次に説明するリフレクター４０を収納するとともに
、ヒートシンク１１からフランジ部３１を介して伝達された熱を放熱する。
【００５１】
　リフレクター４０は、例えば、アルミニウムにより、後端と前端とにそれぞれ開口部Ｋ
１，Ｋ２を有するほぼ椀状に形成されている。リフレクター４０の内面には、放物面状の
反射面４１が形成されている。すなわち、反射面４１は、上述の発光面２２の中心Ｏに焦
点を有する放物曲線の一部を、軸心Ｃを中心（基準）として回転させてできる放物面状（
回転体）となっている。リフレクター４０の前端には、外側に向けてフランジ状に屈曲さ
れた屈曲部４２が形成されている。リフレクター４０は、この屈曲部４２をボディ３０の
取付部３２に係合させ、さらに、次に説明するアダプタ５０の後端縁５２を取付部３２に
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嵌合されることにより、ボディ３０によって支持されている。リフレクター４０は、この
状態において、後端の開口部Ｋ１が発光面２２に対面している。リフレクター４０は、発
光面２２の中心Ｏ（焦点）から発光されて、反射面４１に当たった光を反射して、軸心Ｃ
に平行な平行光とする。
【００５２】
　アダプタ５０は、環状に形成されていて、ボディ３０の取付部３２に配設されている。
アダプタ５０は、後端縁５２が、リフレクター４０の屈曲部４２に当接されるとともに、
取付部３２に嵌合されている。アダプタ５０の先端は、後述するシャープナー７０の支持
部７６に当接されている。アダプタ５０の前端側の外周面にはおねじ５１が形成されてい
る。
【００５３】
　フード６０は、ほぼ筒状に形成されている。フード６０の後端側には、図１，図２に示
すように、保持部６１が形成されている。保持部６１は、大径に形成されていて、内側に
は、環状凸部６２及び段部６３が設けられていて、これらの間でシャープナー７０の支持
部７６を保持する。さらに、後端側の内周面には、上述のアダプタ５０のおねじ５１に螺
合されるめねじ６４が形成されている。フード６０における保持部６１よりも前側の内周
面６５には、環状の凸部と凹部とが交互に多数形成されていて、ここに当たった光がフー
ド６０の前端の開口部Ｋ３から出にくいようになっている。
【００５４】
　図３は、シャープナー７０のシャープナー本体７１を説明する図であり、（Ａ）は正面
図、（Ｂ）は平面図、（Ｃ）は右側面図、（Ｄ）は（Ｃ）中のＡ－Ａ線矢視図である。
【００５５】
　シャープナー７０は、図２，図３に示すように、シャープナー本体７１と集光レンズ７
２とを有している。さらに、シャープナー本体７１は、図２，図３に示すように、シール
ド部７３、ルーバー部７４、アーム部７５、及び支持部７６を有している。
【００５６】
　このうちシールド部７３は、軸心Ｃを中心とした透孔７３ａを有している。また、透孔
７３ａを周方向に２等分する位置のそれぞれに対応してレンズ取付孔７３ｂが放射方向に
穿設されている。ルーバー部７４は、シールド部７３の透孔７３ａに対応して前側に延び
る筒状に形成されている。ルーバー部７４の後端における内径は、シールド部７３の透孔
７３ａの内径よりも小さく設定されていて、透孔７３ａとルーバー部７４の後端とに間に
段部７４ａが形成されている。円板状の集光レンズ７２は、この段部７４ａに載置され、
外周を２等分する位置のそれぞれに形成された嵌合凸部（不図示）をレンズ取付孔７３ｂ
に嵌合させることで、ルーバー部７４の後端に取り付けられている。集光レンズ７２は、
発光面２２からの直接光、及びリフレクター４０からの反射光が透過する。なお、集光レ
ンズ７２の材質としては、ガラス、シリコーン等を使用することができる。
【００５７】
　アーム部７５は、ルーバー部７４の前端側の外周面を周方向に３等分する位置のそれぞ
れに連結されて外側に放射状に延びるように設けられている。支持部７６は、環状に形成
されていて、アーム部７５の外端部が連結されている。支持部７６の外周面には、アーム
部７５に対応する位置のそれぞれに係合凸部７６ａが突設されている。シャープナー７０
（又はシャープナー８０）は、図１に示すように、環状の支持部７６をわずかに変形させ
ながら、この係合凸部７６ａをフード６０の環状凸部６２と段部６３との間に係合させる
ことにより、フード６０によって保持される。
【００５８】
　つづいて、上述のＬＥＤモジュール２０の発光面２２、リフレクター４０、及びフード
６０と、フード６０によって保持された状態のシャープナー７０との位置関係について図
４～図６を参照して説明する。ここで、図４（Ａ）～（Ｈ）はシャープナー７０の形状及
び配設位置を説明する、軸心Ｃを含む平面で切った断面図である。さらに、詳しくは、（
Ａ），（Ｂ）はシールド部７３について、また、（Ｃ），（Ｄ）はルーバー部７４につい
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て、また、（Ｅ）はシールド部７３とルーバー部７４との組み合わせについて、そして、
（Ｆ）～（Ｈ）は集光レンズ７２について説明する図である。また、図５はリフレクター
４０及びシャープナー７０による光の制御を説明する図である。また、図６は、集光レン
ズ７２について説明する、軸心Ｃを含む平面で切った断面図である。
【００５９】
　図４（Ａ），（Ｂ）において、発光面２２からは、中心Ｏをはじめ、端部ａ，ｃ等から
発光される。なお、端部ａ，ｃとは、正方形状に配列されたＬＥＤ素子のその正方形の１
辺の長さをＡとしたときに、中心ＯからＡ／２だけ離れた位置のことをいうものとする。
これは、正方形に内接する円の半径に相当する。ここで、端部（一方の端部）ａとフード
６０の前端側内周縁ｂとを結ぶ直線（第１直線）Ｌ１を考える。この直線Ｌ１は、直接光
と、間接光を含むそれ以外の光との境界線となる。この直線Ｌ１よりも軸心Ｃ側の光は、
直接光となってフード６０の開口部Ｋ３から出て行く。さらに、端部（他方の端部）ｃと
リフレクター４０の前端側内周縁ｄとを結ぶ直線（第２直線）Ｌ２を考える。この直線Ｌ
２よりも軸心Ｃから遠い側の光は、リフレクター４０の反射面４１で反射されることにな
る。これら直線Ｌ１，Ｌ２の交点をｅとすると、以上から、図４（Ｂ）に示すように、シ
ールド部７３の後端側外周縁ｆを交点ｅに配置することにより、原理的には、直接光をす
べて遮断し、反射光を最大とすることができる。すなわち、シャープナー７０は、そのシ
ールド部７３の後端側外周縁ｆがグレアカットポイントとなり、これが交点ｅと一致する
ように、後端側外周縁ｆの外径及び前後方向の配設位置を決めると好適である。
【００６０】
　つづいて、図４（Ｃ），（Ｄ）に示すように、軸心Ｃを中心として筒状のルーバー部７
４を設けた場合、これにより、フード６０の開口部Ｋ３から出て行く、直接光の範囲を、
角度θ１から角度θ２（θ１＞θ２）に狭めて、グレアカットアングルを増加させること
ができる。
【００６１】
　図４（Ｅ）は、（Ｂ）に示す円板状のシールド部７３と、（Ｄ）に示す筒状のルーバー
部７４とを組み合わせ、さらに、シールド部７３の中心に透孔７３ａを設けた状態を示し
ている。発光面２２の前方に、（Ｂ）に示す円板状のシールド部７３を配設した場合には
、直接光は、遮光できるものの、照度が不足することがある。そこで、円板状のシールド
部７３の中心に透孔７３ａを設け、これによって発生する直接光を、ルーバー部７４を設
けることで低減することができる。
【００６２】
　次に、図５を参照して、ルーバー部７４の前端側外周縁ｇの直径（外径）の決め方につ
いて説明する。まず、ルーバー部７４の前端側外周縁ｇの前後方向の位置を、フード６０
の段部６３と同じ位置とする。そして、前端側外周縁ｇと段部６３とを結ぶ直線を直線Ｌ
３とする。さらに、シールド部７３の後端側外周縁ｆが、上述の直線Ｌ１，Ｌ２の交点ｅ
と一致させる。ここで、リフレクター４０の反射面４１上に、反射点ｈを考える。ただし
、反射点ｈは、シールド部７３の後端側外周縁ｆに対し、これよりも後側で、かつ、これ
よりも軸心Ｃからの距離が大きいものとする。発光面２２の中心Ｏから反射点ｈに至る光
Ｈ１は、反射点ｈで反射されて、軸心Ｃと平行な光Ｈ２となる。また、発光面２２の端部
ｃから反射点ｈに至る光Ｈ３は、光Ｈ１に対してα１の角度を持って反射点ｈに至り、反
射点ｈで反射されて、光Ｈ２に対して角度α２を持つ光Ｈ４となる。ここで、反射点ｈの
位置を、上述の角度α１と角度α２とが同じで、かつ、光Ｈ４が後端側外周縁ｆを通るよ
うな位置に設定する。そして、このように決めた反射点ｈからの光Ｈ４と、上述の直線Ｌ
３との交点をｉとしたときに、ルーバー部７４の前端側外周縁ｇが交点ｉと一致するよう
にする。これにより、発光面２２から出て、反射面４１で反射された光のうち、シールド
部７３で遮光されなかった光は、ルーバー部７４によって遮光されることがなくなる。こ
うして、前端側外周縁ｇの位置が決定されたルーバー部７４は、軸心Ｃに沿って後端側に
延長されて、シールド部７３と交差する
【００６３】
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　次に、図４（Ｆ）～（Ｈ）及び図６を参照して、集光レンズ７２の前後方向の位置につ
いて説明する。シャープナー７０は、ルーバー部７４の内周面に集光レンズ７２を装着す
ることにより、照度を高めることが可能となる。ここで、集光レンズ７２を装着すると、
その集光レンズ７２が新たな発光面となる。このため、集光レンズ７２をルーバー部７４
の前端側に装着すると、グレアカットアングルが浅くなる。そこで、集光レンズ７２は、
図４（Ｆ）に示すように、ルーバー部７４の内周面７４ｂにおける後端側の領域Ｒに装着
するのがよい。この領域Ｒは、フード６０の前端側内周縁ｂとルーバー部７４の前端側内
周縁ｊとを結んでこれを延長した直線と、内周面７４ｂとの交点ｋよりも後側に設定され
ている。ただし、フード６０よりも軸方向寸法が大きい別のフード６０Ａを付け替えて使
用する場合を考慮すると、そのフード６０Ａの前端側内周縁ｂ´とルーバー部７４の前端
側内周縁ｊとを結んでこれを延長した直線と、内周面７４ｂとの交点ｌよりも後側に設定
するとよい。さらに、図４（Ｇ）に示すように、内周面７４ｂの最後端、すなわち図６に
示す段部７４ａに配設することが一層好ましい。
【００６４】
　図４（Ｈ），図３（Ｄ）に示すように、ルーバー部７４の内周面７４ｂには、後端側か
ら前端側にかけてその内径が徐々に大きくなるように、テーパーを付けておくとよい。こ
れにより、ルーバー部７４の内側におけるグレアを低減することができる。
【００６５】
　図６に示すように、集光レンズ７２は、ルーバー部７４の段部７４ａに配設された状態
において、焦点Ｆが軸心Ｃ上でかつ発光面２２よりも後側に設定されている。すなわち、
焦点Ｆは、焦点Ｆと集光レンズ７２の外周縁ｍ，ｍとを結ぶ２本の直線がＬ４，Ｌ４が、
発光面２２と交点ｎ，ｎを有するような位置に設定されている。
【００６６】
　本実施形態においては、このように、集光レンズ７２の焦点Ｆが、軸心Ｃ上でかつ発光
面２２よりも後側に位置するようにすることで、焦点Ｆが発光面２２よりも前側に位置す
る場合と比較して、集光レンズ７２による光の集光効率を抑制している。本実施形態では
、ルーバー部７４が一重であるため、集光レンズ７２による集光効率が高い場合には、集
光されてルーバー部７４の内側を通過する光による照射部分が明るくなり過ぎて、ルーバ
ー部７４の外側を通る光による照射部分との間の照度差が大きくなり過ぎる。つまり、滑
らかなグラデーションを実現することができなくなる。
【００６７】
　図７～図９を参照して、他のシャープナー８０について説明する。ここで、図７は他の
シャープナー８０のシャープナー本体８１を説明する図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）
は平面図、（Ｃ）は右側面図、（Ｄ）は（Ｃ）中のＡ－Ａ線矢視図、（Ｅ）は斜視図であ
る。また、図８は他のシャープナー８０の集光レンズ８２を説明する図であり、（Ａ）は
正面図、（Ｂ）は、右側面図である。図９は、他のシャープナー８０のシャープナー本体
８１のシールド部８３を説明する図であり、（Ａ）は上カバー８３ａの正面図、（Ｂ）は
上カバー８３ａの右側面図、（Ｃ）は上カバー８３ａの底面図、（Ｄ）はシールド部８３
の分解斜視図である。なお、シャープナー本体８１は、上述のシャープナー本体７１とは
、シールド部８３及びルーバー部８４の構成が異なり、他の部分については同様の構成で
あるため、同様の構成については、同じ符号を付して重複説明は省略する。
【００６８】
　シャープナー８０は、シャープナー本体８１と集光レンズ８２とを備えており、さらに
、シャープナー本体８１は、シールド部８３、ルーバー部８４、アーム部７５、及び支持
部７６を有している。
【００６９】
　シールド部８３は、上カバー８３ａと下カバー８３ｂとを組み合わせて構成されている
。上カバー８３ａは、中央に前端側よりも後端側が大径となるように傾斜した透孔８３ｃ
を有している。また、上カバー８３ａは、周縁部に前向きの環状縁部８３ｄが形成されて
いる。一方、下カバー８３ｂは、中央に透孔８３ｅを有し、また、周縁部に後向きで、上
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述の環状縁部８３ｄよりも一回り小さい環状縁部８３ｆが形成されている。
【００７０】
　下カバー８３ｂは、図７に示すルーバー部８４の上端の取付部８４ａにねじ止めされて
いる。上カバー８３ａは、下カバー８４ｂの内側に集光レンズ８２を載置した後、この上
から蓋をするように被せられて、下カバー８４ｂにねじ止めされている。
【００７１】
　集光レンズ８２は、図８に示すようにほぼ円板状に形成されている。集光レンズ８２と
しては、拡散加工を施すことにより、発光面２２からの直接光と反射面４１からの反射光
とをミキシングして、光を和らげることを目的として、例えば、１０％程度の拡散が入れ
られた、フレネルレンズを使用することができる。これにより、薄型化及び軽量化が図ら
れている。上述したシャープナー８０は、シャープナー７０が集光レンズ７２を嵌合によ
って保持していたのとは異なり、集光レンズ８２を上カバー８３ａ及び下カバー８３ｂか
らなるシールド部８３に収納して、このシールド部８３をルーバー部８４にねじ止めする
ことで保持しているので、一層確実に、集光レンズ８２を保持することができる。
　以上説明した照明器具１によると、以下のような作用、効果を奏することができる。
【００７２】
　・シャープナー７０，８０のシールド部７３，８３は、発光面２２からの光のうち、リ
フレクター４０の反射面４１に当たらない制御不能な直接光を遮断し、リフレクター４０
の反射面４１に当たる制御可能な間接光を増加させることができる。
【００７３】
　・シールド部７３，８３は、その後端側外周縁ｆが、直線（第１直線）Ｌ１と直線（第
２直線）Ｌ２との交点ｅに対応する位置に配置されるように、半径及び前後方向の位置が
設定されているので、発光面２２からの光のうち、反射面４１に当たらない光のみを遮断
して、反射面４１に当たる光の光量を最大とすることができる。
【００７４】
　・シールド部７３，８３の透孔７３ａ，８３ｃ，８３ｅを通過する光は、さらに集光レ
ンズ７２，８２を通過することになるので、集光レンズ７２，８２による光の制御が可能
となる。
【００７５】
　図１０を参照して、本実施形態１のシャープナー７０の変形例であるシャープナー７０
Ａについて説明する。なお、シャープナー７０と同様の構成については、同じ符号を付し
て、重複説明は省略する。
【００７６】
　フード６０の内周面には、全周にわたって内側に突設された板状の縮径部６６を有して
いて、その内周縁は点ｂ´（エッジ６６ａ）となっている。本変形例では、発光面２２の
一方の端部ａとこの点ｂ´とを結ぶ線が直線（第１直線）Ｌ１となる。一方、直線（第２
直線）Ｌ２は、上述と同様、発光面２２の他方の端部ｃとリフレクター４０の前端側内周
縁ｄとを結ぶ直線である。そして、シールド部７３の後端側外周縁ｆは、直線Ｌ１と直線
Ｌ２との交点ｅと一致している。
【００７７】
　本変形例のシャープナー７０Ａは、上述のシャープナー７０とは異なり、ルーバー部７
１Ａの後端が、シールド部７３よりも後側に突出されていて、その後端部に集光レンズ７
２Ａが取り付けられている。このように、集光レンズ７２Ａを発光面２２に近接させるこ
とにより、その分、多くの光を集光することができる。
　本変形例は、以下のような作用、効果を奏することができる。
【００７８】
　・集光レンズ７２Ａは、発光面２２に近接して配置されているので、より多くの光量を
集光することが可能となる。なお、シールド部７３よりも後側に突出されたルーバー部７
１Ａの後端は、直線Ｌ２を遮らないものとする。
【００７９】
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　上述の本実施形態においては、図６に示すように、シャープナー７０は、ルーバー部７
４の前端７４ｄがフード６０の段部６３とほぼ同じ位置（高さ）に位置する場合を例に説
明したが、これに代えて、フード６０の前端側の開口部Ｋ３や、別のフード６０Ａの前端
側の開口部Ｋ３´にほぼ一致させるようにしてもよい（図６中の二点鎖線参照）。このよ
うに、ルーバー部７４の前端７４ｄの位置を調整することにより、光の射出角度を変える
ことができる。
　＜実施形態２＞
　図１１～図１９を参照して、本発明を適用した実施形態２に係る照明器具２００及びこ
れに使用されるシャープナー２７０について説明する。
【００８０】
　ここで、「シャープナー」とは、一般的なグレアカットルーバーと同じ範疇に属し、１
次光学系である光学リフレクターの配光を、より細やかに調整することができる光学コン
トロール装置のことをいうものとする。
【００８１】
　図１１～図１９のうち、図１１は、照明器具２００の斜視図である。また、図１２は、
軸心Ｃを含む平面で切った照明器具２００の断面図である。なお、以下の説明では、照明
器具２００の軸心Ｃに沿った方向のうち、照明器具２００から光が出て行く側（図１１の
左下、図１２下側）を前側（前、前方）といい、その反対を後側（後、後方）というもの
とする。
【００８２】
　照明器具２００は、図１１，図１２に示すように、ソケットホルダー２１０、ＬＥＤモ
ジュール（面状光源）２２０、ボディ２３０、リフレクター２４０、フード２６０、及び
シャープナー２７０を備えている。これらソケットホルダー２１０～シャープナー２７０
は、前方から後方に延びる軸心Ｃを回転中心としたほぼ回転体形状に形成され、また、そ
れぞれの中心を軸心Ｃに合わせるようにして配設されている。
【００８３】
　このうち、ソケットホルダー２１０は、ヒートシンク２１１と、筒状部２１２と、多数
のフィン２１３とが一体となって構成されている。ヒートシンク２１１は、後端側に円錐
部分を有する柱状に形成されていて、前端には、後述するＬＥＤモジュール２２０が取り
付けられる取付面２１１ａを有している。筒状部２１２は、取付面２１１ａの周端縁から
前方の延びる筒状に形成されていて、前端には、外側に向かって広がるフランジ部２１４
を有している。多数のフィン２１３は、ヒートシンク２１１及び筒状部２１２の外周面か
ら放射状に延びるように形成されている。ソケットホルダー２１０全体は、例えば、アル
ミニウムで一体に形成されていて、次に説明するＬＥＤモジュール２２０の発光によって
発生した熱を吸収して、フィン２１３等から放熱する。
【００８４】
　ＬＥＤモジュール（面状光源）２２０は、小さな多数のＬＥＤ素子が面状に整列されて
構成された、いわゆるＣＯＢ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ：チップ・オン・ボード）タ
イプのＬＥＤモジュールである。ＬＥＤモジュール２２０としては、例えば、シチズン電
子株式会社製のものを使用することができる。このものは、例えば、正方形のアルミニウ
ム基板２２１上に、縦横多数のＬＥＤ素子を正方形状に整列させ、その表面を蛍光体を含
むシリコーン樹脂で封止することで、正方形に内接する円形の発光面２２２を構成してい
る。ＬＥＤモジュール２２０は、アルミニウム基板２２１がヒートシンク２１１の前端面
に密着された状態で直接固定されていて、冷却効率が高められている。ＬＥＤモジュール
２２０は、各ＬＥＤ素子から、１２０°の照射角度を持って光が発光され、これらが集ま
って面状の光源となっている。
【００８５】
　ボディ２３０は、例えば、アルミニウムにより、ほぼ円筒状に形成されている。ボディ
２３０は、後端に内側に向かって縮むフランジ部２３１を有している。ボディ２３０は、
このフランジ部２３１を、ソケットホルダー２１０のフランジ部２１４に固定されること



(17) JP 6416547 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

で、ソケットホルダー２１０に取り付けられている。ボディ２３０の内周面における前端
近傍には、後述するスナップリング２５０が係脱可能なリング溝２３２が形成されている
。ボディ２３０は、その内側に、次に説明するリフレクター２４０を収納するとともに、
ヒートシンク２１１から筒状部２１２、フランジ部２１４を介して伝達された熱を放熱す
る。
【００８６】
　リフレクター２４０は、例えば、アルミニウムにより、ほぼ椀状に形成されていて、後
端には開口部Ｋ１を有し、また、前端には、開口部Ｋ２を有している。リフレクター２４
０は、内面が放物面状の反射面２４０ａとなっている。反射面２４０ａは、発光面２２２
の中心Ｏに焦点を有する放物曲線の一部を、軸心Ｃを中心として回転させてできる放物面
状（回転体）である。リフレクター２４０の前端には、外側に向けてフランジ状に屈曲さ
れた屈曲部２４３が形成されている。
【００８７】
　リフレクター２４０は、屈曲部２４３が、上述のボディ２３０のリング溝２３２に装着
された着脱自在のスナップリング２５０によって支持されることにより、位置決めされる
。リフレクター２４０は、位置決めされた状態において、後端側がほぼソケットホルダー
２１０の筒状部２１２の内側に配置され、また、下端側がほぼボディ２３０の内側に配置
される。また、後端の開口部Ｋ１が、間隙を介して、発光面２２２に対面している。リフ
レクター２４０は、発光面２２２から発光された光を、反射面２４０ａで反射して、軸心
Ｃにほぼ平行な平行光として、開口部Ｋ２から射出する。
【００８８】
　フード２６０は、ほぼ筒状に形成されている。フード２６０の後端側には、図１２に示
すように、嵌合部２６１が設けられている。フード２６０は、この嵌合部２６１をボディ
２３０の前端側の外周面に嵌合することで、ボディ２３０に取り付ける。フード２６０の
内周面には、前後方向の中央近傍に、内側に向かって縮径された板状でかつ環状の縮径部
２６２が形成されている。縮径部２６２の内周端は、エッジ２６２ａとなっている。縮径
部２６２は、発光面２２２から出た光を遮断する部分であり、エッジ２６２ａの内側は、
発光面２２２から出た光が直接、照明器具２００から出て行く。また、縮径部２６２は、
プロテクトガラス２６５を支持している。
【００８９】
　フード２６０の内周面における縮径部２６２よりも後側には、シャープナー２７０のル
ーバー部２７２，２７６のローレット加工部２７２ｃ，２７６ｃ等と同様、ローレット加
工部２６３が設けられている。なお、ローレット加工については後述する。一方、内周面
における縮径部２６２よりも前側には、バッフル加工部２６４が設けられている。バッフ
ル加工は、環状の凸部と凹部とが交互に多数形成されていて、ここに当たった光がフード
２６０の前端の開口部Ｋ３から出にくいようにするものである。
【００９０】
　図１３は、シャープナー２７０の分解斜視図である。また、図１４は、外側のシャープ
ナー本体２７１を説明する図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面図、（Ｃ）は底面図
、（Ｄ）は（Ｂ）中のＡ－Ａ線矢視図、（Ｅ）は後側から見た斜視図、（Ｆ）は前側から
見た斜視図、（Ｇ）は（Ｂ）中のＢ部分の拡大図、（Ｈ）は（Ｃ）中のＣ部分の拡大図で
ある。また、図１５は、内側のシャープナー本体２７５を説明する図であり、（Ａ）は正
面図、（Ｂ）は平面図、（Ｃ）は底面図、（Ｄ）は（Ｂ）中のＡ－Ａ線矢視図、（Ｅ）は
後側から見た斜視図、（Ｆ）は前側から見た斜視図、（Ｇ）は（Ｄ）中のＢ部分の拡大図
、（Ｈ）は（Ｃ）中のＣ部分の拡大図である。
　シャープナー２７０は、図１２，図１３に示すように、外側のシャープナー本体２７１
、内側のシャープナー本体２７５、及び集光レンズ２７９を有している。
【００９１】
　このうち、外側のシャープナー本体２７１は、図１２，図１３，図１４に示すように、
筒状のルーバー部２７２とアーム部２７３と支持部２７４とを有している。
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【００９２】
　ルーバー部２７２（以下適宜、外側のルーバー部２７２という。）は、軸心Ｃを中心と
して前後方向に延びる筒状に形成されている。詳しくは、緩やかなテーパー状に形成され
ていて、前端側に近づくほど縮径されている。ルーバー部２７２の後端の内側には、段部
２７２ａが形成されている。この段部２７２ａには、後述する内側のシャープナー本体２
７５の支持部２７８が係合されている。このルーバー部２７２の後端側外周縁は、後述す
るシールド部Ｓの後端側外周縁ｆに相当する。
【００９３】
　アーム部２７３は、ルーバー部２７２の外周面における前後方向の中央よりも前側に配
置されている。さらに、アーム部２７３は、ルーバー部２７６の外周面を周方向に３等分
する位置のそれぞれに連結されて外側に放射状に延びるように設けられている。
　支持部２７４は、環状に形成されていて、３本のアーム部２７３の外端部が連結されて
いる。
【００９４】
　外側のシャープナー本体２７１は、上述のルーバー部２７２及び支持部２７４の内周面
にローレット加工部２７２ｃ，２７４ｃが設けられている。なお、ローレット加工につい
ては、後述する。
　内側のシャープナー本体２７５は、図１２，図１３，図１５に示すように、筒状のルー
バー部２７６とアーム部２７７と支持部２７８とを有している。
【００９５】
　ルーバー部２７６（以下適宜、内側のルーバー部２７６という。）は、軸心Ｃを中心と
して前後方向に延びる筒状に形成されている。詳しくは、緩やかなテーパー状に形成され
ていて、前端側に近づくほど拡径されている。内側のルーバー部２７６は、上述の外側の
ルーバー部２７２よりも小径で、かつルーバー部２７２よりも前後方向の長さが長く形成
されている。
【００９６】
　ルーバー部２７６の後端の内側には、段部２７６ａ及びリング溝２７６ｂが形成されて
いる。この段部２７６ａには、集光レンズ２７９が係合され、また、リング溝２７６ｂに
は、スナップリング２８０が係合されている。集光レンズ２７９は、このスナップリング
２８０により、段部２７６ａに位置決め固定されている。集光レンズ２７９は、発光面２
２２からの直接光、及びリフレクター２４０からの反射光が透過する。なお、集光レンズ
２７９の材質としては、ガラス、シリコーン等を使用することができる。ルーバー部２７
６の内周面にはローレット加工部２７６ｃが設けられている。ローレット加工については
後述する。
【００９７】
　アーム部２７７は、ルーバー部２７６の外周面における前後方向の中央よりも後側に配
置されている。さらに、アーム部２７７は、ルーバー部２７６の外周面を周方向に３等分
する位置のそれぞれに連結されて外側に放射状に延びるように設けられている。
【００９８】
　支持部２７８は、環状に形成されていて、３本のアーム部７５の外端部が連結されてい
る。支持部２７８は、外側の支持部２７４よりも小径に形成されていて、上述のルーバー
部２７２の後端の段部２７２ａに対応する大きさとなっている。
　ここで、ローレット加工について説明する。
【００９９】
　図１６（Ａ）は、シャープナー２７０を前側から見た斜視図であり、（Ｂ）は、ローレ
ット加工が施されていない場合の光の反射を、また、（Ｃ）は、ローレット加工が施され
ている場合の光の反射を説明する模式図である。ただし、（Ｂ），（Ｃ）は、後端側（発
光面２２２側）から見た図であり、（Ｂ）では、円弧上の内周面を便宜的に直線状に伸ば
している。
【０１００】
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　図１４，図１６に示すように、外側のシャープナー本体２７１には、ルーバー部２７２
の内周面に、図１４（Ｇ）に示すように、山形の突起を周方向に沿って多数有するローレ
ット加工部２７２ｃが設けられている。また、支持部２７４の内周面には、図１４（Ｈ）
に示すように、ローレット加工部２７２ｃの山形よりも小さい山形を、周方向に沿って多
数有するローレット加工部２７４ｃが設けられている。さらに、内側のシャープナー本体
２７５には、ルーバー部２７６の内周面に、図１５（Ｈ）に示すように、山形の突起を周
方向に沿って多数有するローレット加工部２７２ｃが設けられている。
【０１０１】
　図１６（Ｂ）に示すように、内周面ｒにローレット加工がない場合、軸心Ｃを含む平面
上を後側から前側に入射角θ１で入射した光Ｈは、同じ反射角θ１で反射されて同じ平面
上を進む。一方、（Ｃ）に示すように、山形のローレット加工が形成されている場合、軸
心Ｃを含む平面上を後側から前側入射角θ１で入射した光Ｈは、同じ反射角θ１で反射さ
れるが、山形の斜面により、同じ平面上を進むことなく分散される。すなわち、ローレッ
ト加工部２７２ｃ，２７４ｃ，２７６ｃは、反射光を分散させて、反射グレアや輝度を低
減させて、反射光を和らげることができる。
【０１０２】
　集光レンズ２７９は、内側のルーバー部２７６の上端部内面のリング溝２７６ｂにスナ
ップリング２８０を係合させることにより、段部２７６ａに位置決め固定される。集光レ
ンズ２７９は、発光面２２２から射出して、内側のルーバー部２６７の内側を通る光の光
量を増加させるものである。
【０１０３】
　本実施形態においては、この集光レンズ２７９の焦点距離は、集光レンズ２７９から発
光面２２２までの距離よりも小さく設定されている。このように、集光レンズ２７９の焦
点（不図示）が、軸心Ｃ上でかつ発光面２２２よりも前側に位置するようにすることで、
焦点が発光面２２２よりも後側に位置する場合と比較して、集光レンズ２７９による集光
効率を高めることができる。本実施形態では、ルーバー部２７２，２７６が２重であるた
め、集光レンズ２７９による集光効率が高くてルーバー部２７６の内側を通過する光によ
る照射部分が明るくなった場合でも、この照射部分と、外側のルーバー部２７２の外側を
通る光による照射部分との間に、ルーバー部２７２，２７６の間を通過する光による照射
部分が構成されるため、滑らかなグラデーションを実現することができる。
【０１０４】
　集光レンズ２７９としては、凸レンズやフレネルレンズを使用することができる。また
、集光レンズ２７９に拡散加工を施すようにしてもよい。例えば、１０％程度の拡散を入
れることにより、発光面２２２からの直接光と反射面２４０ａからの反射光とをミキシン
グして、光を和らげることができる。なお、集光レンズとして、フレネルレンズを使用す
る場合には、薄型化及び軽量化を図ることができる。
【０１０５】
　上述構成のシャープナー２７０は、図１２に示すように、フード２６０によって外側の
シャープナー本体２７１が支持され、この外側のシャープナー本体２７１によって内側の
シャープナー本体２７５が支持されている。さらに詳しくは、シャープナー２７０は、外
側のシャープナー本体２７１の支持部２７４がフード２６０の縮径部２６２によって支持
され、さらに、外側のルーバー部２７２によって、内側のシャープナー本体２７５の支持
部２７８が支持されている。
【０１０６】
　この状態において、軸心Ｃに沿った方向の位置について、外側のルーバー部２７２の前
端２７２ｄと内側のルーバー部２７６の前端２７６ｄとの位置が一致し、フード２６０の
前端２６０ｄ（開口部Ｋ３）よりも後側に位置している。
【０１０７】
　さらに、内側のルーバー部２７６の上端（前端）２７６ｅは、外側のルーバー部２７２
の後端（上端）２７２ｅよりも上方に位置しており、その分、集光レンズ２７９の位置が
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、発光面２２２に近接されている。
【０１０８】
　つづいて、上述のＬＥＤモジュール２２０の発光面２２２、リフレクター２４０、及び
フード２６０と、フード２６０によって保持された状態のシャープナー２７０との位置関
係について図１７，図１８を参照して説明する。
【０１０９】
　ここで、図１７（Ａ）～（Ｆ）はシャープナー２７０の形状及び配設位置を説明する、
軸心Ｃを含む平面で切った断面図である。なお、同図に示すシャープナー２７０は、図２
０を参照して後述する、前端がフード２６０の開口部Ｋ３まで伸びているシャープナーで
ある。また、図１８は、リフレクター２４０及びシャープナー７０による光の制御を説明
する光路図である。
【０１１０】
　図１７（Ａ）において、発光面２２２からは、中心Ｏをはじめ、端部ａ，ｃ等から発光
される。なお、端部ａ，ｃとは、例えば、正方形状に配列されたＬＥＤ素子のその正方形
の１辺の長さをＡとしたときに、中心ＯからＡ／２だけ離れた位置のことをいうものとす
る。これは、正方形に内接する円の半径に相当する。ここで、端部（一方の端部）ａと点
ｂ´（フード２６０の縮径部２６２のエッジ２６２ａ）とを結ぶ直線（第１直線）Ｌ１を
考える。この直線Ｌ１は、発光面２２２からの直接光と、直接光以外の光（間接光を含む
）との境界線となる。この直線Ｌ１よりも軸心Ｃ側の光は、直接光となってフード２６０
の開口部Ｋ３から出て行く。さらに、端部（他方の端部）ｃと点ｄ（リフレクター２４０
の前端側内周縁）とを結ぶ直線（第２直線）Ｌ２を考える。この直線Ｌ２よりも軸心Ｃか
ら遠い側の光は、リフレクター２４０の反射面２４０ａで反射されることになる。これら
直線Ｌ１，Ｌ２の交点をｅとし、また、円板状のシールド部Ｓを仮定すると、以上から、
シールド部Ｓの後端側外周縁（グレアカットポイント）ｆを交点ｅに配置することにより
、原理的には、直接光をすべて遮断し、反射光を最大とすることができる。
【０１１１】
　つづいて、図１７（Ｂ）に示すように、軸心Ｃを同心として、それぞれ直径が異なる３
つのルーバーＲ１，Ｒ２，Ｒ３を考える。これらルーバーＲ１，Ｒ２，Ｒ３は、それぞれ
の後端がシールド部Ｓと一致し、また、それぞれの前端が開口部Ｋ３と一致している。さ
らに、シールド部Ｓを取り外す。これにより、これらルーバーＲ１，Ｒ２，Ｒ３によって
、軸心Ｃから周辺へ、少しずつ射出角度θ１，θ２，θ３を広げてグラデーションを構成
することが可能となる。
　図１７（Ｃ）に示すように、中心照度をアップするために、３重であったルーバーＲ１
，Ｒ２，Ｒ３を、２重としてルーバーＲ１，Ｒ２を残す。
【０１１２】
　図１７（Ｄ）に示すように、ビジュアルエッジ（ルーバーＲ１の前端）を縮小するため
、シールド部Ｓをドーナツ状に復活させる。また、中心照度を上げるため、ルーバーＲ１
の後端に集光レンズ２７９を追加する。
【０１１３】
　図１７（Ｅ）に示すように、ルーバーＲ１を長くして、グレアカットアングルを拡大す
るとともに、集光レンズ２７９を発光面２２２に近接させて、集光効率を高める。
【０１１４】
　最後に、図１７（Ｆ）に示すように、シャープナー２７０の量産化を考慮して、ルーバ
ーＲ１，Ｒ２にテーパー付け、肉付けを行い、ルーバーＲ１の後端を少し大径にすること
で、シールド部Ｓを廃止する。そして、最終的に、集光レンズ２７９を除くシャープナー
２７０を、外側のシャープナー本体２７１と内側のシャープナー本体２７５とを組み合わ
せて構成する。
　以上説明した照明器具２００によると、以下のような作用、効果を奏することができる
。
【０１１５】
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　・図１８に示すように、シャープナー２７０は、２重のルーバー部２７２，２７６を有
していて、発光面２２２からの直接光を、内側のルーバー２７２部の内側、及び２重のル
ーバー部２７２，２７６の間を通すことができるので、照射光に滑らかなグラデーション
を付ける等、光の制御性を高めることができる。
【０１１６】
　・シャープナー２７０のグレアカットポイントとなるシールド部Ｓの後端側外周縁ｆ（
外側のルーバー部２７２の後端側外周縁）を、直線（第１直線）Ｌ１と直線（第２直線）
Ｌ２との交点ｅに一致させることにより、発光面２２２からの光のうち、リフレクター２
４０の反射面２４０ａに当たらない光は遮断して、反射面２４０ａに当たる光の光量を最
大とすることができる。
【０１１７】
　・内側のルーバー部２７６の後端に集光レンズ２７９を設けることにより、ルーバー部
２７６の内側を通過する光の光量を増加させて、照度をアップすることができる。
【０１１８】
　・内側のルーバー部２７６を後側に延長して、その後端２７６ｅを、外側のルーバー部
２７２の後端２７２ｅよりも後側に突出させることにより、集光レンズ２７９を発光面２
２２に近接させることができるので、集光レンズ２７９によってより多くの光を集光して
制御することが可能となる。また、グレアカットアングルを大きくすることができる。
【０１１９】
　上述の本実施形態では、図１８に示すように、フード２６０の開口部Ｋ３近傍にプロテ
クトガラス２６５が配設され、シャープナー２７０としては、ルーバー部２７２，２７６
の前端２７２ｄ，２７６ｄがプロテクトガラス２６５の裏面２６５ａの近傍に配置される
例を説明した。これに代えて、図１９に示すように、プロテクトガラスを省略し、シャー
プナー２７０として、ルーバー部２７２，２７６の前端２７２ｄ，２７６ｄがフード２６
０の開口部Ｋ３まで延びるものを使用することもできる。この場合には、図１８中に直線
Ｌ６，Ｌ７，Ｌ８で示す光路の一部が、図１９中に直線Ｌ６´，Ｌ７´，Ｌ８´で示す光
路に変更され、これに伴い、照射角β，γが、それぞれ照射角β´，γ´と小さくなる。
　＜実施形態３＞
　図２０～図２８を参照して、本発明を適用した実施形態３に係る照明器具３００及びこ
れに使用されるシャープナー３７０について説明する。
【０１２０】
　ここで、「シャープナー」とは、一般的なグレアカットルーバーと同じ範疇に属し、１
次光学系である光学リフレクターの配光を、より細やかに調整することができる光学コン
トロール装置のことをいうものとする。
【０１２１】
　図２０～図２８のうち、図２０は、照明器具３００の斜視図である。また、図２１は、
軸心Ｃを含む平面で切った照明器具３００の断面図である。なお、以下の説明では、照明
器具３００の軸心Ｃに沿った方向のうち、照明器具３００から光が出て行く側（図２０の
左下、図２１下側）を前側（前、前方）といい、その反対を後側（後、後方）というもの
とする。
【０１２２】
　照明器具３００は、図２０，図２１に示すように、ソケットホルダー３１０、ＬＥＤモ
ジュール（面状光源）３２０、ボディ３３０、リフレクター３４０、フード３６０、及び
シャープナー３７０を備えている。これらソケットホルダー３１０～シャープナー３７０
は、前方から後方に延びる軸心Ｃを回転中心としたほぼ回転体形状に形成され、また、そ
れぞれの中心を軸心Ｃに合わせるようにして配設されている。
【０１２３】
　このうち、ソケットホルダー３１０は、ヒートシンク３１１と、筒状部３１２と、多数
のフィン３１３とが一体となって構成されている。ヒートシンク３１１は、後端側に円錐
部分を有する柱状に形成されていて、前端には、後述するＬＥＤモジュール３２０が取り
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付けられる取付面３１１ａを有している。筒状部３１２は、取付面３１１ａの周端縁から
前方の延びる筒状に形成されていて、前端には、外側に向かって広がるフランジ部３１４
を有している。多数のフィン３１３は、ヒートシンク３１１及び筒状部３１２の外周面か
ら放射状に延びるように形成されている。ソケットホルダー３１０全体は、例えば、アル
ミニウムで一体に形成されていて、次に説明するＬＥＤモジュール３２０の発光によって
発生した熱を吸収して、フィン３１３等から放熱する。
【０１２４】
　ＬＥＤモジュール（面状光源）３２０は、小さな多数のＬＥＤ素子が面状に整列されて
構成された、いわゆるＣＯＢ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ：チップ・オン・ボード）タ
イプのＬＥＤモジュールである。ＬＥＤモジュール３２０としては、例えば、シチズン電
子株式会社製のものを使用することができる。このものは、例えば、正方形のアルミニウ
ム基板３２１上に、縦横多数のＬＥＤ素子を正方形状に整列させ、その表面を蛍光体を含
むシリコーン樹脂で封止することで、正方形に内接する円形の発光面３２２を構成してい
る。ＬＥＤモジュール３２０は、アルミニウム基板３２１がヒートシンク３１１の前端面
に密着された状態で直接固定されていて、冷却効率が高められている。ＬＥＤモジュール
３２０は、各ＬＥＤ素子から、１２０°の照射角度を持って光が発光され、これらが集ま
って面状の光源となっている。
【０１２５】
　ボディ３３０は、例えば、アルミニウムにより、ほぼ円筒状に形成されている。ボディ
３３０は、後端に内側に向かって縮むフランジ部３３１を有している。ボディ３３０は、
このフランジ部３３１を、ソケットホルダー３１０のフランジ部３１４に固定されること
で、ソケットホルダー３１０に取り付けられている。ボディ３３０の内周面における前端
近傍には、後述するスナップリング３５０が係脱可能なリング溝３３２が形成されている
。ボディ３３０は、その内側に、次に説明するリフレクター３４０を収納するとともに、
ヒートシンク３１１から筒状部３１２、フランジ部３１４を介して伝達された熱を放熱す
る。
【０１２６】
　リフレクター３４０は、例えば、アルミニウムにより、ほぼ椀状に形成されていて、後
端には開口部Ｋ１を有し、また、前端には、開口部Ｋ２を有している。リフレクター３４
０は、上下２段に形成されていて、上段３４１と下段３４２とを有している。上段３４１
の内面、及び下段３４２の内面は、それぞれ放物面状の反射面３４１ａ，３４２ａとなっ
ている。上段３４１の反射面３４１ａは、発光面３２２のうちの中心Ｏからずれた位置Ｏ
ａに焦点を有する放物曲線の一部を、軸心Ｃを中心として回転させてできる放物面状（回
転体）である。一方、下段３４２の反射面３４２ａは、発光面３２２の中心Ｏに焦点を有
する放物曲線の一部を、軸心Ｃを中心として回転させてできる放物面状（回転体）である
。リフレクター３４０の前端には、外側に向けてフランジ状に屈曲された屈曲部３４３が
形成されている。
【０１２７】
　リフレクター３４０は、屈曲部３４３が、上述のボディ３３０のリング溝３３２に装着
された着脱自在のスナップリング３５０によって支持されることにより、位置決めされる
。リフレクター３４０は、位置決めされた状態において、上段３４１がほぼソケットホル
ダー３１０の筒状部３１２の内側に配置され、また、下段３４２がほぼボディ３３０の内
側に配置される。また、後端の開口部Ｋ１が、間隙を介して、発光面３２２に対面してい
る。リフレクター３４０は、発光面３２２から発光された光を、反射面３４１ａ，３４２
ｂで反射して、軸心Ｃにほぼ平行な平行光として、開口部Ｋ２から射出する。
【０１２８】
　フード３６０は、ほぼ筒状に形成されている。フード３６０の後端側には、図２１に示
すように、嵌合部３６１が設けられている。フード３６０は、この嵌合部３６１をボディ
３３０の前端側の外周面に嵌合することで、ボディ３３０に取り付ける。フード３６０の
内周面には、前後方向の中央近傍に、内側に向かって縮径された板状でかつ環状の縮径部
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３６２が形成されている。縮径部３６２の内周端には、エッジ３６２ａが形成されている
。縮径部３６２は、発光面３２２から出た光を遮断する部分であり、エッジ３６２ａの内
側は、発光面３２２から出た光が直接、照明器具３００から出て行く。また、縮径部３６
２は、後述するシャープナー３７０を支持している。
【０１２９】
　フード３６０の内周面における縮径部３６２よりも後側には、シャープナー３７０のル
ーバー部３７２，３７６のローレット加工部３７２ｃ，３７６ｃ等と同様、ローレット加
工部３６３が設けられている。なお、ローレット加工については後述する。一方、内周面
における縮径部３６２よりも前側には、バッフル加工部３６４が設けられている。バッフ
ル加工は、環状の凸部と凹部とが交互に多数形成されていて、ここに当たった光がフード
３６０の前端の開口部Ｋ３から出にくいようにするものである。
【０１３０】
　図２２は、シャープナー３７０の分解斜視図である。また、図２３は、外側のシャープ
ナー本体３７１を説明する図であり、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は平面図、（Ｃ）は底面図
、（Ｄ）は（Ｂ）中のＡ－Ａ線矢視図、（Ｅ）は後側から見た斜視図、（Ｆ）は前側から
見た斜視図、（Ｇ）は（Ｂ）中のＢ部分の拡大図、（Ｈ）は（Ｃ）中のＣ部分の拡大図で
ある。また、図２４は、内側のシャープナー本体３７５を説明する図であり、（Ａ）は正
面図、（Ｂ）は平面図、（Ｃ）は底面図、（Ｄ）は（Ｂ）中のＡ－Ａ線矢視図、（Ｅ）は
後側から見た斜視図、（Ｆ）は前側から見た斜視図、（Ｇ）は（Ｄ）中のＢ部分の拡大図
、（Ｈ）は（Ｃ）中のＣ部分の拡大図である。
　シャープナー３７０は、図２１，図２２に示すように、外側のシャープナー本体３７１
、内側のシャープナー本体３７５、及び集光レンズ３７９を有している。
【０１３１】
　このうち、外側のシャープナー本体３７１は、図２１，図２２，図２３に示すように、
筒状のルーバー部３７２とアーム部３７３と支持部３７４とを有している。
【０１３２】
　ルーバー部３７２（以下適宜、外側のルーバー部３７２という。）は、軸心Ｃを中心と
して前後方向に延びる筒状に形成されている。詳しくは、緩やかなテーパー状に形成され
ていて、前端側に近づくほど縮径されている。ルーバー部３７２の後端の内側には、段部
３７２ａが形成されている。この段部３７２ａには、後述する内側のシャープナー本体３
７５の支持部３７８が係合されている。このルーバー部３７２の後端側外周縁は、後述す
るシールド部Ｓの後端側外周縁ｆに相当する。
【０１３３】
　アーム部３７３は、ルーバー部３７２の外周面における前後方向の中央よりも前側に配
置されている。さらに、アーム部３７３は、ルーバー部３７６の外周面を周方向に３等分
する位置のそれぞれに連結されて外側に放射状に延びるように設けられている。
　支持部３７４は、環状に形成されていて、３本のアーム部３７３の外端部が連結されて
いる。
【０１３４】
　外側のシャープナー本体３７１は、上述のルーバー部３７２及び支持部３７４の内周面
にローレット加工部３７２ｃ，３７４ｃが設けられている。なお、ローレット加工につい
ては、後述する。
　内側のシャープナー本体３７５は、図２１，図２２，図２４に示すように、筒状のルー
バー部３７６とアーム部３７７と支持部３７８とを有している。
【０１３５】
　ルーバー部３７６（以下適宜、内側のルーバー部３７６という。）は、軸心Ｃを中心と
して前後方向に延びる筒状に形成されている。詳しくは、緩やかなテーパー状に形成され
ていて、前端側に近づくほど拡径されている。内側のルーバー部３７６は、上述の外側の
ルーバー部３７２よりも小径で、かつルーバー部３７２よりも前後方向の長さが長く形成
されている。
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【０１３６】
　ルーバー部３７６の後端の内側には、段部３７６ａ及びリング溝３７６ｂが形成されて
いる。この段部３７６ａには、集光レンズ３７９が係合され、また、リング溝３７６ｂに
は、スナップリング３８０が係合されている。集光レンズ３７９は、このスナップリング
３８０により、段部３７６ａに位置決め固定されている。集光レンズ３７９は、発光面３
２２からの直接光、及びリフレクター３４０からの反射光が透過する。なお、集光レンズ
３７９の材質としては、ガラス、シリコーン等を使用することができる。ルーバー部３７
６の内周面にはローレット加工部３７６ｃが設けられている。ローレット加工については
後述する。
【０１３７】
　アーム部３７７は、ルーバー部３７６の外周面における前後方向の中央よりも後側に配
置されている。さらに、アーム部３７７は、ルーバー部３７６の外周面を周方向に３等分
する位置のそれぞれに連結されて外側に放射状に延びるように設けられている。
【０１３８】
　支持部３７８は、環状に形成されていて、３本のアーム部７５の外端部が連結されてい
る。支持部３７８は、外側の支持部３７４よりも小径に形成されていて、上述のルーバー
部３７２の後端の段部３７２ａに対応する大きさとなっている。
　ここで、ローレット加工について説明する。
【０１３９】
　図２５（Ａ）は、シャープナー３７０を前側から見た斜視図であり、（Ｂ）は、ローレ
ット加工が施されていない場合の光の反射を、また、（Ｃ）は、ローレット加工が施され
ている場合の光の反射を説明する模式図である。ただし、（Ｂ），（Ｃ）は、後端側（発
光面３２２側）から見た図であり、（Ｂ）では、円弧上の内周面を便宜的に直線状に伸ば
している。
【０１４０】
　図２３，図２５に示すように、外側のシャープナー本体３７１には、ルーバー部３７２
の内周面に、図２３（Ｇ）に示すように、山形の突起を周方向に沿って多数有するローレ
ット加工部３７２ｃが設けられている。また、支持部３７４の内周面には、図２３（Ｈ）
に示すように、ローレット加工部３７２ｃの山形よりも小さい山形を、周方向に沿って多
数有するローレット加工部３７４ｃが設けられている。さらに、内側のシャープナー本体
３７５には、ルーバー部３７６の内周面に、図２４（Ｈ）に示すように、山形の突起を周
方向に沿って多数有するローレット加工部３７２ｃが設けられている。
【０１４１】
　図２５（Ｂ）に示すように、内周面ｒにローレット加工がない場合、軸心Ｃを含む平面
上を後側から前側に入射角θ１で入射した光Ｈは、同じ反射角θ１で反射されて同じ平面
上を進む。一方、（Ｃ）に示すように、山形のローレット加工が形成されている場合、軸
心Ｃを含む平面上を後側から前側入射角θ１で入射した光Ｈは、同じ反射角θ１で反射さ
れるが、山形の斜面により、同じ平面上を進むことなく分散される。すなわち、ローレッ
ト加工部３７２ｃ，３７４ｃ，３７６ｃは、反射光を分散させて、反射グレアや輝度を低
減させて、反射光を和らげることができる。
【０１４２】
　集光レンズ３７９は、内側のルーバー部３７６の上端部内面のリング溝３７６ｂにスナ
ップリング３８０を係合させることにより、段部３７６ａに位置決め固定される。集光レ
ンズ３７９は、発光面３２２から射出して、内側のルーバー部３６７の内側を通る光の光
量を増加させるものである。この集光レンズ３７９の焦点距離は、映り込みを解消するた
め、集光レンズ３７９から発光面３２２までの距離よりも小さく設定されている。集光レ
ンズ３７９としては、凸レンズやフレネルレンズを使用することができる。また、集光レ
ンズ３７９に拡散加工を施すようにしてもよい。例えば、１０％程度の拡散を入れること
により、発光面３２２からの直接光と反射面３４１ａ，３４１ｂからの反射光とをミキシ
ングして、光を和らげることができる。なお、集光レンズとして、フレネルレンズを使用
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する場合には、薄型化及び軽量化を図ることができる。
【０１４３】
　上述構成のシャープナー３７０は、図２１に示すように、フード３６０によって外側の
シャープナー本体３７１が支持され、この外側のシャープナー本体３７１によって内側の
シャープナー本体３７５が支持されている。さらに詳しくは、シャープナー３７０は、外
側のシャープナー本体３７１の支持部３７４がフード３６０の縮径部３６２によって支持
され、さらに、外側のルーバー部３７２によって、内側のシャープナー本体３７５の支持
部３７８が支持されている。
【０１４４】
　この状態において、軸心Ｃに沿った方向の位置について、外側のルーバー部３７２の前
端（下端）３７２ｄと内側のルーバー部３７６の前端（下端）３７６ｄとの位置が一致し
、さらにこれらは、フード３６０の前端（下端）３６０ｄ（開口部Ｋ３）の位置と一致し
ている。
【０１４５】
　さらに、内側のルーバー部３７６の後端（上端）３７６ｅは、外側のルーバー部３７２
の後端（上端）３７２ｅよりも上方に位置しており、その分、集光レンズ３７９の位置が
、発光面３２２に近接されている。
【０１４６】
　つづいて、上述のＬＥＤモジュール３２０の発光面３２２、リフレクター３４０、及び
フード３６０と、フード３６０によって保持された状態のシャープナー３７０との位置関
係について図２６，図２７を参照して説明する。
【０１４７】
　ここで、図２６（Ａ）～（Ｆ）はシャープナー３７０の形状及び配設位置を説明する、
軸心Ｃを含む平面で切った断面図である。また、図２７は、リフレクター３４０及びシャ
ープナー７０による光の制御を説明する光路図である。
【０１４８】
　図２６（Ａ）において、発光面３２２からは、中心Ｏをはじめ、端部ａ，ｃ等から発光
される。なお、端部ａ，ｃとは、例えば、正方形状に配列されたＬＥＤ素子のその正方形
の１辺の長さをＡとしたときに、中心ＯからＡ／２だけ離れた位置のことをいうものとす
る。これは、正方形に内接する円の半径に相当する。ここで、端部（一方の端部）ａと点
ｂ´（フード３６０の縮径部３６２のエッジ３６２ａ）とを結ぶ直線（第１直線）Ｌ１を
考える。この直線Ｌ１は、発光面３２２からの直接光と、直接光以外の光（間接光を含む
）との境界線となる。この直線Ｌ１よりも軸心Ｃ側の光は、直接光となってフード３６０
の開口部Ｋ３から出て行く。さらに、端部（他方の端部）ｃと点ｄ（リフレクター３４０
の前端側内周縁）とを結ぶ直線（第２直線）Ｌ２を考える。この直線Ｌ２よりも軸心Ｃか
ら遠い側の光は、リフレクター３４０の反射面３４１ａ，３４１ｂで反射されることにな
る。これら直線Ｌ１，Ｌ２の交点をｅとし、また、円板状のシールド部Ｓを仮定すると、
以上から、シールド部Ｓの後端側外周縁（グレアカットポイント）ｆを交点ｅに配置する
ことにより、原理的には、直接光をすべて遮断し、反射光を最大とすることができる。
【０１４９】
　つづいて、図２６（Ｂ）に示すように、軸心Ｃを同心として、それぞれ直径が異なる３
つのルーバーＲ１，Ｒ２，Ｒ３を考える。これらルーバーＲ１，Ｒ２，Ｒ３は、それぞれ
の後端がシールド部Ｓと一致し、また、それぞれの前端が開口部Ｋ３と一致している。さ
らに、シールド部Ｓを取り外す。これにより、これらルーバーＲ１，Ｒ２，Ｒ３によって
、軸心Ｃから周辺へ、少しずつ射出角度θ１，θ２，θ３を広げてグラデーションを構成
することが可能となる。
　図２６（Ｃ）に示すように、中心照度をアップするために、３重であったルーバーＲ１
，Ｒ２，Ｒ３を、２重としてルーバーＲ１，Ｒ２を残す。
【０１５０】
　図２６（Ｄ）に示すように、ビジュアルエッジ（ルーバーＲ１の前端）を縮小するため
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、シールド部Ｓをドーナツ状に復活させる。また、中心照度を上げるため、ルーバーＲ１
の後端に集光レンズ３７９を追加する。
【０１５１】
　図２６（Ｅ）に示すように、中心照度向上のため、シールド部Ｓの径を小さくする。す
なわち、シールド部Ｓの外周縁が上述の交点ｅよりも少し内側に位置するようにする。こ
れにより、発光面３２２からの直接光、及びリフレクター３４０からの反射光は、一部、
シールド部Ｓの外周縁の外側を通って開口部Ｋ３から出て行く。さらに、ルーバーＲ１を
長くして、グレアカットアングルを拡大するとともに、集光レンズ３７９を発光面３２２
に近接させて、集光効率を高める。
【０１５２】
　最後に、図２６（Ｆ）に示すように、シャープナー３７０の量産化を考慮して、ルーバ
ーＲ１，Ｒ２にテーパー付け、肉付けを行い、ルーバーＲ１の後端を少し大径にすること
で、シールド部Ｓを廃止する。そして、最終的に、集光レンズ３７９を除くシャープナー
３７０を、外側のシャープナー本体３７１と内側のシャープナー本体３７５とを組み合わ
せて構成する。
【０１５３】
　本実施形態においては、集光レンズ３７９の焦点距離は、集光レンズ３７９から発光面
３２２までの距離よりも小さく設定されている。このように、集光レンズ３７９の焦点（
不図示）が、軸心Ｃ上でかつ発光面３２２よりも前側に位置するようにすることで、焦点
が発光面３２２よりも後側に位置する場合と比較して、集光レンズ３７９による集光効率
を高めることができる。本実施形態では、ルーバー部３７２，３７６が２重であるため、
集光レンズ３７９による集光効率が高くてルーバー部３７６の内側を通過する光による照
射部分が明るくなった場合でも、この照射部分と、外側のルーバー部３７２の外側を通る
光による照射部分との間に、ルーバー部３７２，３７６の間を通過する光による照射部分
が構成されるため、滑らかなグラデーションを実現することができる。
　以上説明した照明器具３００によると、以下のような作用、効果を奏することができる
。
【０１５４】
　・図２７に示すように、シャープナー３７０は、２重のルーバー部３７２，３７６を有
していて、発光面３２２からの直接光を、内側のルーバー部３７２の内側、及び２重のル
ーバー部３７２，３７６の間を通すことができるので、照射光に滑らかなグラデーション
を付ける等、光の制御性を高めることができる。
【０１５５】
　・さらに、シャープナー３７０のグレアカットポイントとなるシールド部Ｓの後端側外
周縁ｆ（外側のルーバー部３７２の後端側外周縁）を、直線（第１直線）Ｌ１と直線（第
２直線）Ｌ２との交点ｅの近傍でかつその内側に設定した。これにより、発光面３２２か
らの光のうち、リフレクター３４０の反射面３４０ａに当たる光の光量を最大にするとと
もに、リフレクター３４０の反射面３４０ａに当たらない光の一部を、交点ｅと後端側外
周縁ｆとの間を通過させて、直接光として開口部Ｋ３から射出させることができる。すな
わち、発光面３２２からの光は、内側のルーバー部３７６の内側、２重のルーバー部３７
２，３７６の間、及び交点ｅと後端側外周縁ｆとの間を通して、開口部Ｋ３から直接光と
し射出させることができる。このため、照射光によるグラデーションをより自然なものと
することができる。
【０１５６】
　・内側のルーバー部３７６の後端に集光レンズ３７９を設けることにより、ルーバー部
２７６の内側を通過する光の光量を増加させて、照度をアップすることができる。
【０１５７】
　・内側のルーバー部３７６を後側に延長して、その後端３７６ｅを、外側のルーバー部
３７２の後端３７２ｅよりも後側に突出させることにより、集光レンズ３７９を発光面３
２２に近接させることができるので、集光レンズ３７９によってより多くの光を集光して
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制御することが可能となる。また、グレアカットアングルを大きくすることができる。
【０１５８】
　・外側のルーバー部３７２の前端３７２ｄと内側のルーバー部３７６の前端３７６ｄと
を前側に延長することにより、射出角度を低減させることができる。また、ルーバー部３
７２，３７６の前端３７２ｄ，３７６ｄの、軸心Ｃに沿った方向の位置を揃え、さらに、
これらをフード３６０の前端３６０ｄに合わせることにより、外観の美粧性を向上させる
ことができる。
【０１５９】
　上述の本実施形態では、図２７に示すように、シャープナー３７０のルーバー部３７２
，３７６の前端３７２ｄ，３７６ｄがフード３６０の開口部Ｋ３と一致する場合について
説明したが、これに代えて、図２８に示すように、前端３７２ｄ，３７６ｄが開口部Ｋ３
よりも後側に位置するようにしてもよい。なお、図２８では、前端３７２ｄ，３７６ｄの
位置が、フード３６０の縮径部３６２の位置とほぼ一致する場合を例示している。このよ
うに、シャープナー３７０のルーバー部３７２，３７６の前端３７２ｄ，３７６ｄの位置
を後側に移動させることにより、光の射出角度を大きくすることができる。さらに、シャ
ープナー３７０の前面側にプロテクトガラス（不図示）を配設するようにしてもよい。
【符号の説明】
【０１６０】
　１　　　　実施形態１の照明器具
　２０　　　ＬＥＤモジュール（面状光源）
　２２　　　発光面
　４０　　　リフレクター
　４１　　　反射面
　６０　　　フード
　７０　　　シャープナー
　７１　　　シャープナー本体
　７２，８２　　集光レンズ
　７３，８３　　シールド部
　７３ａ，８３ｃ，８３ｅ　透孔
　７４，８４　　ルーバー部
　７４ａ　　段部
　７４ｂ　　ルーバー部の内周面
　７５　　　アーム部
　７６　　　支持部
　ａ　　　　発光面の一方の端部
　ｂ　　　　フードの前端側内周縁
　ｂ´　　　フードの縮径部のエッジ
　Ｃ　　　　軸心
　ｃ　　　　発光面の他方の端部
　ｄ　　　　リフレクターの前端側内周縁
　ｅ　　　　第１直線と第２直線との交点
　Ｆ　　　　集光レンズの焦点
　ｆ　　　　シールド部の後端側外周縁
　ｊ　　　　ルーバー部の前端側内周面
　ｋ　　　　交点
　Ｌ１　　　直線（第１直線）
　Ｌ２　　　直線（第２直線）
　ｌ　　　　交点
　ｍ　　　　集光レンズの端縁
　ｎ　　　　交点
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　Ｏ　　　　発光面の中心
　２００　　実施形態２の照明器具
　２２０　　ＬＥＤモジュール（面状光源）
　２２２　　発光面
　２４０　　リフレクター
　２４０ａ　反射面
　２７０　　シャープナー
　２７１　　外側のシャープナー本体
　２７２　　外側のルーバー部
　２７３　　外側のアーム部
　２７４　　外側の支持部
　２７５　　内側のシャープナー本体
　２７６　　内側のルーバー部
　２７７　　内側のアーム部
　２７８　　内側の支持部
　２７９　　集光レンズ
　ａ　　　　発光面の一方の端部
　ｂ　　　　フードの前端側内周縁
　ｂ´　　　フードの縮径部のエッジ
　Ｃ　　　　軸心
　ｃ　　　　発光面の他方の端部
　ｄ　　　　リフレクターの前端側内周縁
　ｅ　　　　第１直線と第２直線との交点
　ｆ　　　　シールド部の後端側外周縁（外側のルーバーの後端側外周縁）
　Ｌ１　　　直線（第１直線）
　Ｌ２　　　直線（第２直線）
　Ｏ　　　　発光面の中心
　Ｓ　　　　シールド部
　３００　　実施形態３の照明器具
　３２０　　ＬＥＤモジュール（面状光源）
　３２２　　発光面
　３４０　　リフレクター
　３４１ａ　反射面
　３４２ａ　反射面
　３７０　　シャープナー
　３７１　　外側のシャープナー本体
　３７２　　外側のルーバー部
　３７３　　外側のアーム部
　３７４　　外側の支持部
　３７５　　内側のシャープナー本体
　３７６　　内側のルーバー部
　３７７　　内側のアーム部
　３７８　　内側の支持部
　３７９　　集光レンズ
　ａ　　　　発光面の一方の端部
　ｂ　　　　フードの前端側内周縁
　ｂ´　　　フードの縮径部のエッジ
　Ｃ　　　　軸心
　ｃ　　　　発光面の他方の端部
　ｄ　　　　リフレクターの前端側内周縁
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　ｅ　　　　第１直線と第２直線との交点
　ｆ　　　　シールド部の後端側外周縁（外側のルーバーの後端側外周縁）
　Ｌ１　　　直線（第１直線）
　Ｌ２　　　直線（第２直線）
　Ｏ　　　　発光面の中心
　Ｓ　　　　シールド部
 

【図１】 【図２】



(30) JP 6416547 B2 2018.10.31

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(31) JP 6416547 B2 2018.10.31

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(32) JP 6416547 B2 2018.10.31

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(33) JP 6416547 B2 2018.10.31

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】



(34) JP 6416547 B2 2018.10.31

【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】



(35) JP 6416547 B2 2018.10.31

【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】



(36) JP 6416547 B2 2018.10.31

【図２７】 【図２８】



(37) JP 6416547 B2 2018.10.31

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１２－０２８２３６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－２４３７１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－０１６０８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０５－０６８０２２（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２１Ｓ　　　２／００　　　　
              Ｆ２１Ｓ　　　８／０２　　　　
              Ｆ２１Ｙ　１１５／１０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

